
支所発地域力向上支援金　事業評価（小田切支所）

事業名

団体名

に大いに寄与したと考えられる。今後も継続し、交流人口の増加を図っていただ

きたい。

普通 見込める 大いに見込める

　イベントの開催に伴う啓発用物品は、会場の賑やかしや道標として欠かせない

必要性があった

見込めない あまり見込めない

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

ものであり、今回、のぼり旗を作成、設置したことにより、賑わいや知名度アップ

効　果

4 5

特に効果があった

1 2

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

1 3

NPO法人　小田切オアシス

アマワラビ・野沢菜で知名度アップと地域交流事業

必要性

5

効果があった

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 その他活動

令和6年1月5日

2 4



 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和６年１月５日 

事業実施地区 小田切地区 

事業名 アマワラビ・野沢菜で知名度アップと地域交流事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）NPO 法人小田切オアシス 

（代表者名）酒井 昌之 

（連絡先）026-229-1511 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

・広告用のぼり旗×60枚（ワラビ採り・野沢菜採り） 

・のぼり旗用竿×60 本 

・アートパネル×5 枚（危険防止用） 

 

 

 

【事業完了日】 

令和 5 年 12 月 25 日 

【総事業費】 

224,455 円 

【補助金額】 

203,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

・のぼり旗を道路の分岐点へ効果的に設置でき、ツアー参加者へ好評でした。 

・新規参加者も増え知名度のアップへつながったと思います。 

・長沼地区の方も専用農場へ直接収穫に来てくださり、交流も深まりました。 

・今後春のワラビ採りへの効果も楽しみです。 

（R4 年度参加者 40 名 R5 年度参加者 45 名 新規参加者 4名） 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果 ○    

特記事項 

（評価理由等） 

参加者に楽しんでいただき、参加の輪を大きく出来ました。 

口コミでの成果が感じられます。 

 

■今後の取組予定 

・ワラビ採りでの設置を早めにしてより視覚効果を高めます。 

・品質の良い作物を作り、「取って良し、食べて良し、あげて良し」とします。 

・地域間交流にどんどん使って頂けるようにします。 

 

 

 




